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王
国
維
に
よ
る
元
雑
劇
「
杭
州
中
心
説
」
の
再
考
（309）960
は
じ
め
に
　
中
国
の
戯
曲
は
、
宋
の
雑
劇
と
金
の
院
本
と
の
初
期
段
階
を
経
て
、
元
に
な
る
と
、
つ
い
に
よ
り
成
熟
し
た
形
態
ま
で
発
達
し
た
。
こ
れ
は
元
雑
劇
と
呼
ば
れ
、
元
代
文
学
の
代
表
と
し
て
中
国
の
文
学
史
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
元
雑
劇
は
中
国
の
北
方
か
ら
興
り
、
元
の
政
治
の
中
心
で
あ
る
大
都
が
そ
の
発
展
や
繁
栄
に
お
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
後
世
の
研
究
で
は
、
大
都
を
元
の
前
期
（
一
二
七
一
│
一
二
九
四
）
に
お
け
る
雑
劇
盛
行
の
中
心
地
と
認
め
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
元
の
中
期
）
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（
（
一
二
九
五
年
）
以
降
、
雑
劇
の
中
心
地
が
北
方
の
大
都
か
ら
南
方
の
杭
州
に
移
動
し
、
つ
ま
り
、
大
都
の
雑
劇
に
お
け
る
中
心
的
地
位
が
杭
州
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と
の
考
え
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
は
じ
め
て
こ
の
よ
う
に
主
張
し
た
の
は
中
国
戯
曲
研
究
の
開
拓
者
と
い
わ
れ
る
王
国
維
で
あ
る
が
、
後
に
日
中
の
学
者
に
踏
襲
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
こ
の
説
（
便
宜
上
、
本
稿
は
「
杭
州
中
心
説
」
と
称
す
る
）
は
中
国
戯
曲
史
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
現
存
の
文
献
か
ら
見
る
と
、
杭
州
で
は
元
の
中
期
以
降
、
雑
劇
は
た
し
か
に
大
い
な
る
繁
栄
を
見
せ
た
が
、
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
を
も
っ
て
、
大
都
に
お
け
る
雑
劇
の
中
心
的
地
位
が
杭
州
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
判
断
し
得
る
の
か
。
　
実
は
近
年
に
至
り
、
こ
の
元
雑
劇
発
展
史
の
実
態
に
関
わ
る
課
題
に
対
し
て
疑
問
を
呈
す
る
先
行
研
究
（
２
）は
現
れ
て
い
る
。
季
国
平
氏
が
『
元
雑
劇
発
展
史
』
に
お
い
て
大
都
と
杭
州
の
雑
劇
発
展
ル
ー
ト
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
雑
劇
の
中
心
地
が
大
都
か
ら
杭
州
に
移
っ
た
の
で
は
な
く
、
南
方
の
雑
劇
の
中
心
地
に
な
っ
て
き
た
杭
州
が
北
方
の
雑
劇
の
中
心
地
で
あ
る
大
都
と
相
ま
っ
て
元
雑
劇
の
繁
栄
を
築
い
て
い
た
と
推
論
し
、
李
瑩
氏
も
『「
青
楼
集
」
の
研
究
』
に
お
い
て
元
の
後
期
の
大
都
に
お
け
る
雑
劇
の
盛
行
を
肯
定
し
て
「
杭
州
中
心
説
」
に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
王
国
維
に
よ
る
「
杭
州
中
心
説
」
の
論
拠
を
詳
細
に
検
討
し
て
理
論
的
に
そ
の
不
合
理
を
論
証
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
拙
稿
を
以
て
王
国
維
に
よ
る
「
杭
州
中
心
説
」
の
再
考
を
試
み
た
い
。
王
国
維
に
よ
る
元
雑
劇
「
杭
州
中
心
説
」
の
再
考
李
　
　
　
家
　
橋
959（310）
一
、
王
国
維
に
よ
る
元
雑
劇
「
杭
州
中
心
説
」
の
成
立
経
緯
　
王
国
維
は
自
著
の
『
宋
元
戯
曲
史
』
に
お
い
て
、
元
代
雑
劇
作
家
及
び
劇
目
（
戯
曲
の
作
品
名
）
を
記
し
た
『
録
鬼
簿
）
3
（
』
を
参
考
に
し
、
元
代
雑
劇
の
発
展
プ
ロ
セ
ス
を
三
期
に
分
け
て
い
る
。
そ
の
論
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
至
有
元
一
代
之
雑
劇
，
可
分
為
三
期
。
一
、
蒙
古
時
代
：
此
自
太
宗
取
中
原
以
後
，
至
至
元
一
統
之
初
。『
録
鬼
簿
』
卷
上
所
録
之
作
者
五
十
七
人
）
4
（
，
大
都
在
此
期
中
。（
中
略
）
其
人
皆
北
方
人
也
。
二
、
一
統
時
代
：
則
自
至
元
後
至
至
順
後
至
元
間
。『
録
鬼
簿
』
所
謂
“
已
亡
名
公
才
人
，
與
余
相
知
或
不
相
知
者
”
是
也
。
其
人
則
南
方
為
多
；
否
則
北
人
而
僑
寓
南
方
者
也
。
三
、
至
正
時
代
：『
録
鬼
簿
』
所
謂
“
方
今
才
人
”
是
也
）
5
（
。
（
訳
）
元
代
の
雑
劇
は
三
期
に
分
け
ら
れ
る
。
一
、
蒙
古
時
代
：
太
宗
が
中
原
を
平
定
し
て
か
ら
、
天
下
を
一
統
し
た
至
元
年
間
の
初
ま
で
。『
録
鬼
簿
』
卷
上
に
著
録
す
る
作
者
五
十
七
人
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
時
期
に
属
す
る
。（
中
略
）
こ
れ
ら
の
作
家
は
皆
北
方
人
で
あ
る
。
二
、
一
統
時
代
：
至
元
年
間
の
後
期
か
ら
、
至
順
年
間
を
経
て
至
元
年
間
に
な
る
ま
で
。『
録
鬼
簿
』
に
お
け
る
「
す
で
に
亡
く
な
っ
た
名
公
才
人
、
吾
人
の
知
り
合
い
あ
る
い
は
面
識
の
な
い
者
」
は
こ
の
時
代
に
属
す
る
。
彼
ら
に
は
南
方
籍
が
多
い
、
さ
も
な
く
ば
、
北
方
籍
で
あ
り
な
が
ら
、
南
方
に
寓
居
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
、
至
正
時
代
：『
録
鬼
簿
』
に
謂
う
「
方
今
の
才
人
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
　
以
上
の
記
述
か
ら
、
王
国
維
が
『
録
鬼
簿
』
上
巻
に
記
す
雑
劇
作
家
57
人
を
第
一
期
、下
巻
に
記
す
雑
劇
作
家
（「
已
亡
名
公
才
人
、與
余
相
知
或
不
相
知
者
」、
「
方
今
才
人
」）
を
第
二
期
、
第
三
期
に
分
類
し
て
い
る
と
分
か
る
。
第
一
期
の
雑
劇
作
家
は
皆
北
方
籍
で
あ
る
が
、
第
二
、
三
期
の
雑
劇
作
家
に
は
南
方
籍
の
ほ
う
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
を
意
識
し
、
王
国
維
は
さ
ら
に
、『
録
鬼
簿
』
に
著
録
す
る
作
家
の
本
籍
を
調
べ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
地
域
を
以
下
の
表
）
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（
に
ま
と
め
て
い
る
。
表
１
．『
宋
元
戲
曲
史
』
に
お
け
る
元
雑
劇
作
家
の
本
籍
統
計
表
大
都
關
漢
卿
、
王
實
甫
、
庾
天
錫
、
馬
致
遠
、
王
仲
文
、
楊
顕
之
、
紀
君
祥
、
費
君
祥
、
費
唐
臣
、
張
国
寶
、
石
子
章
、
李
寬
甫
、
梁
進
之
、
孫
仲
章
、
趙
明
道
、
李
子
中
、
李
時
中
、
曾
瑞
、
王
伯
成
涿
州
中
書
省
所
屬
李
好
古
保
定
、
彭
伯
威
同
、
白
樸
真
定
、
李
文
蔚
同
、
尚
仲
賢
同
、
戴
善
甫
同
、
侯
正
卿
同
、
史
九
敬
先
同
、
江
澤
民
同
、
鄭
廷
玉
彰
德
、
趙
文
殷
同
、
陳
寧
甫
大
名
、
李
進
取
同
、
宮
天
挺
同
、
高
文
秀
東
平
、
張
時
起
同
、
顧
仲
清
同
、
張
壽
卿
同
、
趙
良
弼
同
、
陳
無
妄
東
平
、
王
廷
秀
益
都
、
武
漢
臣
濟
南
、
岳
百
川
同
、
康
進
之
棣
州
、
吳
昌
齡
西
京
即
大
同
、
李
壽
卿
太
原
、
劉
唐
卿
同
、
喬
吉
甫
同
、
石
君
寶
平
陽
、
于
伯
淵
同
、
趙
公
輔
同
、
狄
君
厚
同
、
孔
文
卿
同
、
鄭
光
祖
同
、
李
行
甫
同
河
南
江
北
等
處
行
中
書
省
所
屬
趙
天
錫
汴
梁
、
陸
顕
之
同
、
鍾
嗣
成
同
、
姚
守
中
洛
陽
、
孟
漢
卿
亳
州
、
張
鳴
善
揚
州
、
孫
子
羽
同
江
浙
等
處
行
中
書
省
所
屬
金
仁
傑
杭
州
、
范
康
同
、
沈
和
同
、
鮑
天
佑
同
、
陳
以
仁
同
、
范
居
中
同
、
施
惠
同
、
黃
天
澤
同
、
沈
拱
同
、
周
文
質
同
、
蕭
德
祥
同
、
陸
登
善
同
、
王
曄
同
、
王
仲
元
同
、
楊
梓
嘉
興
王
国
維
に
よ
る
元
雑
劇
「
杭
州
中
心
説
」
の
再
考
（311）958
　
以
上
の
表
に
示
す
と
お
り
、
第
一
期
の
北
方
籍
作
家
に
は
大
都
籍
の
作
家
は
19
人
も
あ
る
が
、
第
二
、
三
期
に
な
る
と
、
杭
州
籍
の
雑
劇
作
家
は
14
人
）
7
（
に
も
の
ぼ
る
。
そ
こ
で
、
王
国
維
は
以
下
の
よ
う
な
推
論
を
立
て
る
。
　
由
右
表
觀
之
，
則
六
十
二
人
）
8
（
中
，
北
人
四
十
九
，
而
南
人
十
三
。
而
北
人
之
中
，
中
書
省
所
屬
之
地
，
即
今
直
隸
、
山
東
西
產
者
，
又
得
四
十
六
人
。
而
其
中
大
都
產
者
，
十
九
人
。
且
此
四
十
六
人
中
，
其
十
分
之
九
，
為
第
一
期
雑
劇
家
。
則
雑
劇
之
淵
源
地
，
自
不
難
推
測
也
。（
中
略
）
至
中
葉
以
後
，
則
劇
家
悉
為
杭
州
人
。
中
如
宮
天
挺
、
鄭
光
祖
、
曾
瑞
、
喬
吉
、
秦
簡
夫
、
鍾
嗣
成
等
，
雖
為
北
籍
，
亦
均
久
居
浙
江
。
蓋
雑
劇
之
根
本
地
，
已
移
而
至
南
方
。
豈
非
以
南
宋
舊
都
，
文
化
頗
盛
之
故
歟
）
9
（
。
（
訳
）
右
の
表
に
示
す
よ
う
に
、
六
十
二
人
の
中
に
は
、
北
方
籍
は
四
十
九
人
で
あ
る
が
、
南
方
籍
は
十
三
人
い
る
。
し
か
も
、
北
方
籍
の
う
ち
で
も
中
書
省
に
所
属
す
る
地
域
、
す
な
わ
ち
今
の
直
隸
、
山
東
、
山
西
出
身
の
者
は
四
十
六
人
も
い
る
。
そ
の
中
で
大
都
出
身
の
者
は
十
九
人
に
も
達
す
る
。
こ
の
四
十
六
人
の
九
割
は
第
一
期
の
雑
劇
作
家
で
あ
る
た
め
、
雑
劇
の
淵
源
地
が
ど
こ
か
容
易
に
推
測
で
き
る
。（
中
略
）
元
の
中
葉
以
降
、
劇
作
家
は
こ
と
ご
と
く
杭
州
籍
で
あ
る
。
そ
の
中
、
宮
天
挺
・
鄭
光
祖
・
曾
瑞
・
喬
吉
・
秦
簡
夫
・
鍾
嗣
成
な
ど
は
北
方
籍
で
あ
る
が
、
皆
長
い
間
浙
江
省
に
居
住
し
て
い
た
。
雑
劇
の
根
本
地
が
す
で
に
南
方
に
移
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、
南
宋
の
旧
都
で
は
文
化
が
頗
る
盛
で
あ
る
故
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
つ
ま
り
、
第
一
期
で
は
大
都
籍
の
作
家
が
多
い
た
め
、
大
都
を
元
の
前
期
に
お
け
る
雑
劇
の
中
心
地
（
根
本
地
）
と
考
え
て
い
た
王
国
維
は
、
第
二
、
三
期
に
お
い
て
杭
州
籍
の
作
家
が
大
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雑
劇
の
中
心
が
元
の
中
葉
以
降
、
北
方
の
大
都
か
ら
南
方
の
杭
州
に
移
っ
て
い
っ
た
と
主
張
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
王
国
維
の
以
降
、
こ
の
主
張
に
従
う
日
中
の
学
者
は
多
い
。
以
下
は
代
表
的
な
論
述
を
著
作
の
時
代
順
に
よ
っ
て
あ
げ
て
み
よ
う
。
【
狩
野
直
喜
一
九
一
八
年
？
】（
前
略
）
そ
れ
か
ら
、
第
二
期
の
雑
劇
は
南
方
に
於
い
て
も
杭
州
を
殊
に
盛
ん
な
り
と
す
。
是
れ
は
理
由
あ
る
事
に
て
、
杭
州
は
南
宋
の
帝
都
あ
り
し
所
に
て
、
文
学
が
尤
も
開
け
て
居
た
所
で
、
毎
度
申
す
如
く
、
南
宋
時
代
に
已
に
宋
の
雑
劇
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
か
か
る
下
地
の
あ
る
所
か
ら
し
て
、
初
め
北
方
に
起
こ
り
し
も
の
が
漸
次
南
に
傳
は
り
、
而
し
て
杭
州
を
根
據
に
す
る
に
至
り
し
も
の
か
）
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（
。
【
青
木
正
兒
一
九
三
〇
年
】
既
に
し
て
元
兵
南
下
し
て
江
南
を
陥
れ
南
宋
を
滅
し
て
天
下
を
一
統
す
る
や
、
北
曲
雑
劇
も
ま
た
南
方
に
侵
入
し
来
り
、
南
宋
雑
劇
を
征
服
し
て
、
戯
曲
上
に
も
一
統
の
業
成
る
を
見
る
に
至
れ
る
も
の
ゝ
如
し
。
作
者
に
就
て
見
る
に
元
初
は
殆
ん
ど
北
人
の
み
な
り
し
が
、
中
期
以
降
は
却
て
南
人
多
く
、
北
方
の
作
者
す
ら
南
方
に
来
り
住
む
者
あ
り
、
北
曲
雑
劇
の
中
心
が
遂
に
南
方
に
移
り
し
の
観
を
呈
せ
り
）
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（
。
【
鄭
振
鐸
一
九
三
二
年
】
元
代
雑
劇
，
其
初
是
以
大
都
為
中
心
的
，
其
後
則
其
中
心
漸
移
而
南
至
於
杭
州
。（
中
略
）
所
以
在
實
際
上
講
來
，
在
第
二
期
中
，
北
劇
的
中
心
已
經
移
到
了
南
方
的
杭
州
，
而
不
復
是
北
方
的
大
都
了
）
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（
。
（
訳
）
元
の
雑
劇
は
最
初
、
大
都
を
中
心
地
と
し
て
い
た
が
、
後
に
そ
の
957（312）
中
心
は
次
第
に
南
に
移
っ
て
杭
州
に
至
っ
た
。（
中
略
）
し
た
が
っ
て
実
際
に
は
、
第
二
期
に
お
い
て
は
雑
劇
の
中
心
は
す
で
に
南
方
の
杭
州
に
移
っ
て
し
ま
い
、
も
は
や
北
方
の
大
都
で
は
な
く
な
っ
た
の
だ
。
【
吉
川
幸
次
郎
一
九
四
八
年
】
か
く
「
録
鬼
簿
」
の
下
巻
が
、
南
方
の
作
者
で
獨
占
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
従
来
の
諸
家
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
来
た
如
く
、
元
の
後
半
期
で
は
、
雑
劇
の
中
心
が
、
北
か
ら
南
へ
移
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
北
方
大
都
を
中
心
と
し
て
勃
興
し
た
雑
劇
の
勢
力
は
、
世
祖
の
南
伐
成
功
と
共
に
、
南
方
へ
進
出
し
、
か
く
も
多
く
の
作
者
が
、
杭
州
を
中
心
と
し
て
輩
出
す
る
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
）
13
（
。
【
遊
国
恩
一
九
六
三
年
】
随
着
南
方
城
市
経
済
和
文
化
的
迅
速
恢
復
和
発
展
，
大
約
從
大
德
末
年
開
始
，
雑
劇
創
作
活
動
中
心
逐
漸
由
大
都
移
向
杭
州
。
從
此
直
到
元
末
，
是
元
雑
劇
発
展
的
後
期
階
段
）
14
（
。
（
訳
）
南
方
の
都
市
に
お
け
る
経
済
や
文
化
の
急
速
な
回
復
と
発
展
に
伴
い
、
お
お
よ
そ
大
徳
年
間
の
末
か
ら
、
雑
劇
の
創
作
活
動
の
中
心
が
次
第
に
大
都
か
ら
杭
州
に
移
っ
て
行
く
。
そ
こ
か
ら
、
元
末
ま
で
は
元
雑
劇
発
展
の
後
期
段
階
に
あ
た
る
。
【
張
庚
、
郭
漢
成
一
九
八
〇
年
】
至
順
前
後
以
迄
至
元
年
間
的
新
出
作
家
，
又
大
多
為
杭
州
人
，
更
可
以
明
顕
地
看
到
，
這
時
的
雑
劇
已
不
再
以
大
都
為
中
心
，
而
出
現
了
南
移
的
趨
勢
）
15
（
。
（
訳
）
至
順
年
間
の
前
後
か
ら
至
元
年
間
ま
で
新
た
に
現
れ
た
作
家
も
ま
た
ほ
と
ん
ど
杭
州
の
人
で
あ
る
た
め
、
こ
の
時
、
雑
劇
の
中
心
は
す
で
に
大
都
で
は
な
く
、
南
に
移
る
傾
向
が
い
っ
そ
う
は
っ
き
り
見
て
取
れ
る
。
【
徐
大
軍
二
〇
〇
五
年
】
在
外
地
來
杭
諸
多
劇
家
（
尤
其
是
一
些
著
名
作
家
）
對
杭
州
劇
壇
的
有
力
促
進
和
烘
托
下
，
杭
州
漸
以
其
雑
劇
創
作
成
就
成
為
當
時
全
国
的
雑
劇
活
動
中
心
，
並
漸
取
代
了
北
方
的
大
都
這
個
雑
劇
中
心
的
地
位
，
其
標
誌
之
一
就
是
杭
州
劇
壇
擁
有
雑
劇
作
家
的
數
量
和
質
量
）
16
（
。
（
訳
）
外
地
か
ら
杭
州
へ
来
た
多
く
の
劇
作
家
（
特
に
一
部
の
有
名
作
家
）
が
杭
州
の
劇
壇
に
力
を
注
い
で
目
覚
ま
し
い
発
展
を
促
す
中
で
、
杭
州
は
そ
の
雑
劇
の
創
作
成
果
を
も
っ
て
、
次
第
に
当
時
全
国
の
雑
劇
活
動
の
中
心
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
雑
劇
の
中
心
で
あ
っ
た
北
方
の
大
都
の
地
位
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
。
杭
州
劇
壇
に
お
い
て
活
躍
す
る
雑
劇
作
家
の
数
の
多
さ
と
質
の
高
さ
が
そ
の
し
る
し
の
一
つ
と
い
え
る
。
【
陳
高
華
二
〇
〇
九
年
】
在
全
国
統
一
以
後
，
雑
劇
作
者
和
演
員
逐
漸
向
江
南
移
動
。（
中
略
）
仁
宗
朝
以
後
，
雑
劇
創
作
的
中
心
明
顕
已
轉
移
到
了
杭
州
為
中
心
的
浙
西
地
區
）
17
（
。
（
訳
）
中
国
全
土
を
統
一
し
た
後
、
雑
劇
作
家
と
俳
優
が
次
第
に
江
南
地
方
に
移
っ
て
行
く
よ
う
に
な
る
。（
中
略
）
仁
宗
治
世
の
後
、
雑
劇
創
作
の
中
心
は
明
ら
か
に
杭
州
を
中
心
地
と
す
る
浙
西
地
方
に
移
転
し
て
し
ま
っ
た
。
　
以
上
は
、「
杭
州
中
心
説
」
が
中
国
戯
曲
史
に
お
い
て
定
着
す
る
ル
ー
ト
を
は
っ
き
り
示
す
た
め
に
、
煩
を
厭
わ
ず
こ
の
百
年
間
に
わ
た
る
日
中
学
者
の
論
述
を
引
い
て
み
た
。
雑
劇
の
中
心
地
が
北
の
大
都
か
ら
南
の
杭
州
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
「
杭
州
中
心
説
」
は
最
初
に
王
国
維
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
が
、
後
に
王
国
維
に
よ
る
元
雑
劇
「
杭
州
中
心
説
」
の
再
考
（313）956
日
中
の
学
者
ら
に
祖
述
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
つ
い
に
戯
曲
史
に
定
説
と
な
っ
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
す
こ
し
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
杭
州
中
心
説
」
と
は
、
単
に
元
の
中
期
以
降
、
北
方
の
大
都
に
継
い
で
、
雑
劇
の
繁
栄
を
迎
え
た
杭
州
が
南
方
の
雑
劇
の
中
心
地
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
み
な
ら
ず
、
雑
劇
盛
行
の
面
に
お
い
て
す
で
に
大
都
を
凌
駕
し
た
杭
州
が
全
国
の
雑
劇
の
中
心
た
る
地
位
を
大
都
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
鄭
振
鐸
、
張
庚
、
徐
大
軍
、
陳
高
華
な
ど
学
者
の
論
述
か
ら
、
こ
の
点
こ
そ
「
杭
州
中
心
說
」
の
要
点
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
雑
劇
の
中
心
地
と
し
て
杭
州
と
大
都
の
地
位
が
逆
転
し
た
と
い
う
こ
の
点
こ
そ
が
、
本
論
者
が
疑
問
を
抱
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
は
、
『
録
鬼
簿
』
に
お
け
る
雑
劇
作
家
の
著
録
状
況
と
『
青
楼
集
』
に
お
け
る
女
性
の
雑
劇
芸
人
の
活
躍
地
域
か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
二
、『
録
鬼
簿
』
に
お
け
る
雑
劇
作
家
の
著
録
に
つ
い
て
　
前
述
の
通
り
、
王
国
維
は
『
録
鬼
簿
』
を
参
考
に
し
て
元
雑
劇
の
作
家
を
三
期
に
分
け
た
。『
録
鬼
簿
』
に
著
録
す
る
作
家
の
本
籍
（
ま
た
は
活
躍
地
域
）
か
ら
み
る
と
、
前
期
で
は
大
都
籍
が
多
い
が
、
中
後
期
で
は
杭
州
籍
の
ほ
う
が
多
い
。
単
純
に
こ
れ
に
依
拠
す
れ
ば
、
王
氏
に
よ
る
「
杭
州
中
心
說
」
は
い
か
に
も
合
理
的
に
見
え
る
が
、
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
説
の
根
拠
と
し
て
『
録
鬼
簿
』
の
著
録
だ
け
で
十
分
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
録
鬼
簿
』
に
記
す
雑
劇
作
家
の
み
を
も
っ
て
、
当
時
南
北
（
特
に
大
都
と
杭
州
）
の
雑
劇
創
作
状
況
を
全
面
か
つ
客
観
的
に
把
握
し
得
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
無
論
、
元
雑
劇
の
発
展
を
考
察
す
る
に
は
『
録
鬼
簿
』
は
疑
い
な
く
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、『
録
鬼
簿
』
を
参
考
に
し
て
元
雑
劇
発
展
の
様
態
を
論
じ
る
際
、『
録
鬼
簿
』
の
著
者
で
あ
る
鍾
嗣
成
の
編
纂
背
景
や
基
準
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
や
や
不
安
が
の
こ
る
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
、
つ
ぎ
は
『
録
鬼
簿
』
に
お
け
る
雑
劇
作
家
の
著
録
状
況
を
整
理
す
る
上
で
、
そ
の
背
景
や
基
準
を
分
析
し
て
み
た
い
。
　
鍾
嗣
成
の
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
）
18
（
に
よ
る
と
、
彼
は
元
の
中
後
期
に
活
躍
す
る
雑
劇
作
家
と
わ
か
る
。
鍾
氏
は
『
録
鬼
簿
』
の
自
序
に
「
古
汴
鍾
嗣
成
」
と
署
し
、
祖
籍
が
開
封
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
彼
が
生
涯
生
活
す
る
と
こ
ろ
は
杭
州
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
で
論
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
贅
言
し
な
い
。
鍾
氏
は
『
録
鬼
簿
』
の
上
下
両
卷
に
合
わ
せ
て
１
５
２
人
の
作
家
を
記
し
、
そ
の
編
成
の
小
分
け
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
上
卷　
前
輩
已
死
名
公
有
樂
府
行
于
世
者
（
31
人
）
　
　
　
方
今
名
公
（
10
人
）
　
　
　
前
輩
已
死
名
公
才
人
有
所
編
傳
奇
行
于
世
者
（
56
人
）
下
卷　
方
今
已
死
名
公
才
人
余
相
知
者
為
之
作
傳
以
凌
波
曲
吊
之
（
19
人
）
　
　
　
已
死
才
人
不
相
知
者
（
11
人
）
　
　
　
方
今
才
人
相
知
者
紀
其
姓
名
行
實
並
所
編
（
21
人
）
　
　
　
方
今
才
人
聞
名
而
不
相
知
者
（
4
人
）
　
上
卷
で
は
、「
前
輩
已
死
名
公
有
樂
府
行
于
世
者
」
の
31
人
と
「
方
今
名
公
」
955（314）
の
10
人
は
樂
府
（
散
曲
）
の
作
家
を
記
し
て
い
る
。
編
者
の
鍾
嗣
成
は
「
太
保
劉
公
秉
忠
」、「
商
政
叔
学
士
」
の
よ
う
に
、
た
だ
41
人
の
名
前
及
び
肩
書
の
み
を
羅
列
し
て
い
る
が
、
ほ
か
に
本
籍
や
経
歴
や
作
品
目
（
劇
目
）
な
ど
に
つ
い
て
の
記
載
が
一
切
な
い
。
雑
劇
の
劇
目
は
な
い
た
め
、
研
究
者
ら
は
一
般
的
に
こ
の
41
人
を
考
察
の
対
象
に
せ
ず
、
劇
目
が
あ
る
「
前
輩
已
死
名
公
才
人
有
所
編
傳
奇
行
于
世
者
」
の
56
人
に
考
察
の
重
心
を
置
く
。
こ
の
56
人
に
は
、
劇
目
の
ほ
か
、「
関
漢
卿 
大
都
人
太
醫
院
尹
号
已
齋
叟
」、「
鄭
廷
玉 
彰
德
人
」
な
ど
よ
う
に
本
籍
や
経
歴
も
記
述
さ
れ
て
い
る
。
王
国
維
が
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
北
方
出
身
の
56
人
は
ほ
と
ん
ど
元
代
前
期
の
雑
劇
作
家
で
あ
り
、
中
に
は
大
都
籍
の
も
の
が
19
人
に
も
あ
る
。
　
一
方
、
下
巻
で
は
、
本
籍
や
経
歴
や
作
品
目
（
劇
目
）
の
あ
る
作
家
は
55
人
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
55
人
は
ほ
と
ん
ど
元
代
中
後
期
の
雑
劇
作
家
で
あ
り
、
南
方
籍
作
家
は
大
多
数
を
占
め
、
中
に
は
杭
州
籍
が
15
人
に
も
達
す
る
。
下
卷
55
人
の
作
家
は
「
杭
州
中
心
說
」
の
主
な
理
論
的
依
拠
で
あ
り
、
詳
し
く
検
討
を
加
え
る
べ
き
と
考
え
る
の
で
、
次
は
ま
ず
55
人
の
作
家
の
本
籍
や
杭
州
に
滞
在
し
た
経
験
の
有
無
に
つ
い
て
、『
録
鬼
簿
』
の
記
載
を
整
理
し
た
結
果
を
以
下
の
表
に
ま
と
め
て
お
く
。
表
２
．『
録
鬼
簿
』
下
卷
に
お
け
る
雑
劇
作
家
の
概
況
表
小
分
け
順
番
作
家
名
前
本　
　
　
籍
南
北
方
杭
州
滞
在
の
有
無　
卷
下
・
方
今
已
死
名
公
才
人
余
相
知
者
為
之
作
傳
以
凌
波
曲
吊
之
（
19
人
）
1
宮
天
挺
大
名
開
州
北
有
2
鄭
光
祖
平
陽
襄
陵
北
有
3
金
仁
傑
杭
州
南
有
4
范
康
杭
州
南
有
5
曾
瑞
大
興
（
後
に
杭
州
転
居
）
北
有
6
沈
和
杭
州
南
有
7
鮑
天
祐
杭
州
南
有
8
陳
以
仁
杭
州
南
有
9
范
居
中
杭
州
南
有
10
施
惠
杭
州
南
有
11
黃
天
澤
杭
州
南
有
12
沈
拱
杭
州
南
有
13
趙
良
弼
東
平
北
有
14
陳
無
妄
東
平
北
有
15
廖
毅
建
康
南
有
16
喬
吉
甫
太
原
北
有
17
睢
景
臣
維
揚
南
有
18
吳
本
世
杭
州
南
有
19
周
文
質
建
德
（
後
に
杭
州
転
居
）
南
有
王
国
維
に
よ
る
元
雑
劇
「
杭
州
中
心
説
」
の
再
考
（315）954
卷
下
・
已
死
才
人
不
相
知
者
（
11
人
）
20
胡
正
臣
杭
州
南
有
21
李
顕
卿
東
平
北
有
22
王
思
順
不
明
不
明
不
明
23
蘇
彥
文
不
明
不
明
不
明
24
屈
彥
英
不
明
不
明
不
明
25
李
齊
賢
不
明
不
明
有
26
李
用
之
松
江
南
不
明
27
劉
宣
子
不
明
不
明
有
28
顧
廷
玉
松
江
南
不
明
29
俞
仁
夫
杭
州
南
有
30
張
以
仁
湖
州
南
不
明
卷
下
・
方
今
才
人
相
知
者
紀
其
姓
名
行
實
並
所
編
（
21
人
）
31
黃
公
望
松
江
南
有
32
吳
仁
卿
金
台
蒲
阴
北
有
33
秦
簡
夫
不
明
不
明
有
34
趙
善
慶
饒
州
樂
平
南
有
35
張
可
久
慶
元
南
有
36
錢
霖
松
江
南
不
明
37
徐
再
思
嘉
興
南
不
明
38
顧
德
潤
松
江
南
有
39
曹
明
善
衢
州
南
有
40
汪
勉
之
慶
元
南
有
41
屈
子
敬
不
明
不
明
不
明
42
高
克
禮
不
明
不
明
不
明
43
王
庸
不
明
不
明
不
明
44
蕭
德
祥
杭
州
南
有
45
陸
登
善
維
揚
（
後
に
杭
州
転
居
）
南
有
46
朱
凱
不
明
不
明
有
47
王
曄
杭
州
南
有
48
王
仲
元
杭
州
南
有
49
吳
朴
平
江
南
有
50
孫
子
羽
儀
征
南
不
明
51
張
鳴
善
揚
州
南
不
明
卷
下
・
方
今
才
人
聞
名
而
不
相
知
者
（
4
人
）
52
高
可
通
不
明
不
明
不
明
53
董
君
瑞
真
定
冀
州
北
不
明
54
李
邦
傑
不
明
不
明
不
明
55
高
安
道
不
明
不
明
不
明
　
『
録
鬼
簿
』
下
巻
の
作
家
に
つ
い
て
、
以
上
の
表
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
。
１
）
55
人
の
中
、
本
籍
不
明
の
13
人
以
外
、
南
方
籍
の
作
家
は
33
人
あ
る
。
２
）
南
方
籍
の
作
家
は
33
人
の
中
に
、
杭
州
籍
の
作
家
は
17
人
）
19
（
あ
る
。
３
） 
北
方
籍
の
作
家
は
９
人
あ
る
が
、
１
人
（
董
君
瑞
）
状
況
不
明
の
以
外
、
他
の
８
人
は
杭
州
に
滞
在
し
た
こ
と
、
あ
る
い
は
『
録
鬼
簿
』
の
編
者
で
あ
る
鍾
嗣
成
と
の
面
識
が
あ
る
。
　
以
上
の
情
報
か
ら
み
る
と
、
元
の
中
期
以
降
、
雑
劇
の
中
心
は
い
か
に
も
南
方
の
杭
州
に
移
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
こ
で
『
録
鬼
簿
』
上
卷
の
953（316）
北
方
籍
作
家
の
こ
と
を
顧
み
る
と
違
和
感
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
上
卷
の
56
人
に
大
都
籍
が
19
人
に
も
達
す
る
の
に
、
何
故
下
卷
に
な
る
と
、
大
都
籍
が
一
人
も
い
な
い
の
か
。
た
と
え
雑
劇
の
中
心
が
大
都
か
ら
杭
州
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
、
大
都
で
雑
劇
創
作
に
携
わ
る
作
家
が
一
人
も
い
な
く
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
杭
州
は
元
の
統
一
以
降
、
都
市
の
発
展
を
遂
げ
て
中
国
南
方
の
経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
な
り
、
雑
劇
の
隆
盛
に
良
好
な
条
件
を
備
え
て
い
た
が
、
大
都
は
元
の
政
治
中
心
の
み
な
ら
ず
、
当
時
北
方
の
経
済
、
文
化
の
中
心
地
で
も
あ
る
。
政
府
に
よ
る
禁
令
お
よ
び
戦
争
、
疫
病
、
自
然
災
害
な
ど
の
決
定
的
な
影
響
が
な
け
れ
ば
、
大
都
で
雑
劇
創
作
の
活
動
に
従
事
す
る
作
家
た
ち
が
短
期
間
で
姿
を
消
す
わ
け
も
な
い
。
さ
て
、『
録
鬼
簿
』
の
下
卷
に
大
都
籍
の
作
家
を
何
故
一
人
も
記
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
問
題
の
理
由
を
探
る
た
め
に
、
次
は
『
録
鬼
簿
』
編
纂
の
背
景
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
　
ま
ず
、『
録
鬼
簿
』
上
巻
の
末
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
　
右
前
輩
編
撰
傳
奇
名
公
，
僅
止
於
此
。
才
難
之
云
，
不
其
然
乎
。
余
僻
處
一
隅
，
聞
見
淺
陋
，
散
在
天
下
，
何
地
無
才
。
蓋
聞
則
必
達
，
見
則
必
知
。
姑
敘
其
姓
名
於
右
。
其
所
編
撰
，
余
友
陸
君
仲
良
，
得
之
於
克
齋
先
生
吳
公
，
然
亦
未
盡
其
詳
。
余
生
也
晚
，
不
得
預
幾
席
之
末
，
不
知
出
處
，
故
不
敢
作
傳
以
吊
云
）
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訳
）
右
に
列
挙
し
た
よ
う
に
、
伝
奇
（
雑
劇
）
を
作
っ
た
著
名
な
先
達
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。
優
れ
た
人
材
を
得
る
の
が
難
し
い
と
云
う
の
は
、
そ
の
通
り
で
は
な
い
か
。
辺
鄙
の
地
に
身
を
置
く
私
は
、
見
聞
が
狭
い
が
、
天
下
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
お
い
て
、
ど
の
土
地
に
も
人
材
は
必
ず
い
る
は
ず
だ
。
有
名
で
あ
れ
ば
、
必
ず
耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
度
会
え
ば
、
必
ず
知
人
に
な
る
。
今
は
取
り
敢
え
ず
彼
ら
の
姓
名
を
右
に
記
し
て
お
い
た
。
こ
れ
ら
の
編
纂
は
、
我
が
友
の
陸
君
仲
良
が
吳
克
齋
先
生
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
に
基
づ
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
詳
ら
か
な
も
の
で
は
な
い
。
私
の
生
ま
れ
は
遅
く
て
先
達
た
ち
と
同
席
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
。
経
歴
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
伝
記
を
つ
く
っ
て
彼
ら
を
弔
う
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
　
こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
鍾
嗣
成
は
『
録
鬼
簿
』
上
卷
に
56
人
の
北
方
籍
作
家
を
著
録
し
て
い
る
が
、
実
は
彼
が
こ
の
56
人
に
つ
い
て
あ
ま
り
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
鍾
氏
は
友
人
の
陸
仲
良
を
介
し
て
呉
克
斎
か
ら
56
人
の
情
報
を
も
ら
い
、
は
じ
め
て
こ
の
56
人
を
『
録
鬼
簿
』
に
収
め
た
。『
録
鬼
簿
』
の
上
下
両
卷
に
お
い
て
雑
劇
の
劇
目
を
合
計
４
５
２
種
も
記
し
て
い
る
が
、
上
卷
56
人
の
北
方
籍
作
家
に
属
す
る
劇
目
が
３
４
８
種
あ
り
、
全
体
の
約
８
割
を
占
め
る
。
56
人
の
中
に
は
「
元
雑
劇
四
大
家
」
と
呼
ば
れ
る
関
漢
卿
、
馬
致
遠
、
王
實
甫
、
鄭
廷
玉
ら
の
よ
う
な
最
も
優
れ
た
雑
劇
作
家
も
あ
り
、
中
国
戯
曲
史
に
お
け
る
地
位
は
言
う
ま
で
も
な
く
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
56
人
に
つ
い
て
、
鍾
嗣
成
は
彼
ら
の
経
歴
を
よ
く
知
ら
な
い
（「
不
知
出
處
」）
た
め
、
た
だ
彼
ら
の
名
前
を
列
挙
す
る
の
み
（「
姑
敘
其
姓
名
」）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
呉
克
斎
か
ら
56
人
の
情
報
を
手
に
入
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
南
の
杭
州
で
生
活
す
る
鍾
嗣
成
は
こ
の
56
人
を
『
録
鬼
簿
』
に
収
録
し
得
な
か
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
　
そ
し
て
、『
録
鬼
簿
』
下
巻
の
末
に
あ
る
結
語
を
み
て
み
よ
う
。
王
国
維
に
よ
る
元
雑
劇
「
杭
州
中
心
説
」
の
再
考
（317）952
　
以
上
有
聞
者
止
如
此
。
蓋
有
一
鄉
之
士
、
一
国
之
士
、
天
下
之
士
。
名
譽
昭
然
者
，
自
鄉
及
国
，
可
及
天
下
矣
。
故
無
聞
者
不
及
録
）
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訳
）
以
上
の
よ
う
に
、
耳
に
し
た
者
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
世
に
は
一
郷
の
士
、
一
国
の
士
、
天
下
の
士
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
名
高
い
も
の
で
あ
れ
ば
、
郷
か
ら
国
を
経
て
天
下
に
知
れ
渡
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
故
に
耳
に
し
て
い
な
い
者
は
記
す
に
及
ば
な
い
。
　
こ
の
記
述
か
ら
、
鍾
嗣
成
が
『
録
鬼
簿
』
に
雑
劇
作
家
を
収
め
る
基
準
は
、
作
家
の
名
前
を
自
分
が
耳
に
し
た
か
ど
う
か
（「
有
聞
」
か
「
無
聞
」）
で
あ
る
と
わ
か
る
。
上
巻
の
56
人
は
本
来
、
鍾
嗣
成
に
と
っ
て
「
無
聞
」
の
者
で
あ
る
が
、
友
人
か
ら
資
料
を
も
ら
っ
て
『
録
鬼
簿
』
に
著
録
す
る
こ
と
が
は
じ
め
て
で
き
た
。
一
方
、
表
２
に
示
す
よ
う
に
、
下
卷
の
55
人
に
お
い
て
は
、
13
人
が
本
籍
不
明
、
17
人
は
杭
州
籍
、
16
人
は
杭
州
近
く
の
南
方
籍
、
９
人
は
北
方
籍
で
あ
る
。
し
か
も
、
北
方
籍
の
９
人
の
中
、
情
況
が
不
明
で
あ
る
董
君
瑞
を
除
い
て
は
他
の
宮
天
挺
、
鄭
光
祖
、
曾
瑞
、
趙
良
弼
、
陳
無
妄
、
喬
吉
甫
、
李
顕
卿
）
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（
、
吳
仁
卿
ら
の
８
人
は
全
部
杭
州
に
滞
在
し
た
経
験
が
あ
り
、
鍾
嗣
成
と
は
知
り
合
い
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
鍾
嗣
成
に
は
「
有
聞
」
の
者
を
『
録
鬼
簿
』
に
収
録
し
た
が
、「
無
聞
」
の
者
を
著
録
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
（「
無
聞
者
不
及
録
」）。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
元
の
中
後
期
に
お
い
て
大
都
で
活
躍
す
る
雑
劇
作
家
が
い
て
も
、
鍾
嗣
成
の
「
有
聞
」
の
範
囲
に
入
ら
な
い
か
ぎ
り
、『
録
鬼
簿
』
の
下
巻
に
著
録
さ
れ
る
わ
け
が
な
か
ろ
う
。
こ
こ
で
、『
録
鬼
簿
』
の
下
卷
に
大
都
籍
の
作
家
を
一
人
も
記
し
て
い
な
い
理
由
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
　
以
上
は
鍾
嗣
成
が
『
録
鬼
簿
』
を
編
む
背
景
や
基
準
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。『
録
鬼
簿
』
の
下
卷
に
杭
州
籍
ま
た
は
杭
州
で
活
躍
す
る
作
家
を
多
く
記
て
い
る
が
、
そ
れ
は
編
者
自
身
が
良
く
知
る
同
時
代
の
動
向
を
杭
州
近
辺
の
消
息
に
求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
上
巻
の
19
人
に
対
し
て
、
下
卷
に
大
都
で
活
躍
す
る
雑
劇
作
家
を
一
人
も
記
し
て
い
な
い
の
は
、
当
時
大
都
で
雑
劇
が
盛
行
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
杭
州
で
生
活
す
る
鍾
氏
に
は
、
そ
の
見
聞
に
限
界
が
あ
り
、
北
方
の
演
劇
状
況
を
疎
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、『
録
鬼
簿
』
の
下
卷
に
大
都
籍
の
作
家
が
な
く
、
杭
州
籍
の
作
家
が
多
く
記
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
、「
杭
州
中
心
說
」
の
根
拠
に
す
る
の
は
、
ま
ず
無
理
が
あ
る
。
む
ろ
ん
、「
杭
州
中
心
說
」
の
妥
当
性
に
欠
け
る
こ
と
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
元
の
中
期
以
降
、
大
都
と
杭
州
に
お
け
る
雑
劇
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
も
う
す
こ
し
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
次
は
『
青
楼
集
』
に
記
す
女
性
芸
人
の
活
動
地
域
か
ら
検
証
し
て
み
た
い
。
三
、『
青
楼
集
』
に
記
す
女
性
芸
人
の
活
躍
地
域
　
雑
劇
の
盛
行
状
況
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
雑
劇
作
家
の
創
作
活
動
と
雑
劇
芸
人
の
上
演
活
動
と
い
う
二
つ
の
要
素
を
考
察
の
範
囲
に
含
め
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
現
存
す
る
元
の
文
献
で
は
、『
録
鬼
簿
』
の
ほ
か
、
元
雑
劇
作
家
を
詳
し
く
記
す
も
の
は
見
ら
れ
な
い
が
、
幸
い
に
雑
劇
の
上
演
活
動
に
携
わ
る
女
性
芸
人
）
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（
の
こ
と
を
記
し
た
『
青
楼
集
』
が
現
存
し
て
お
り
資
料
と
な
り
う
る
。
『
青
楼
集
』
は
元
の
夏
庭
芝
（
約
一
三
二
五
│
一
三
八
九
）
の
編
で
あ
り
）
24
（
、『
録
951（318）
鬼
簿
』
よ
り
20
年
ほ
ど
遅
れ
て
世
に
問
わ
れ
）
25
（
、『
録
鬼
簿
』
と
と
も
に
「
元
代
戯
曲
論
著
の
双
璧
）
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（
」
と
称
さ
れ
る
。
歌
舞
、
雑
劇
、
南
戲
、
小
唱
、
諸
宮
調
、
慢
詞
、
弾
唱
な
ど
演
芸
に
長
じ
た
女
性
の
芸
人
を
１
２
９
人
も
記
録
、
そ
の
う
ち
雑
劇
と
か
か
わ
る
女
性
の
芸
人
は
67
人
も
の
ぼ
る
の
で
、
元
代
の
雑
劇
が
盛
行
す
る
実
態
を
考
察
す
る
に
又
と
な
い
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
論
述
の
便
宜
上
、
ま
ず
こ
の
67
人
の
雑
劇
芸
人
が
活
躍
す
る
地
域
に
つ
い
て
、
以
下
の
表
）
27
（
に
ま
と
め
て
お
く
。
表
３
．『
青
楼
集
』
に
お
け
る
女
性
雑
劇
芸
人
の
地
域
分
布
表
地　
域
人
数
女
性
の
雑
劇
芸
人
京
師
（
大
都
）
24
曹
娥
秀
、
珠
簾
秀
、
順
時
秀
、
南
春
宴
、
周
人
愛
、
玉
葉
兒
、
瑤
池
景
、
賈
島
春
、
賽
金
帶
、
王
玉
帶
、
馮
六
六
、
王
榭
燕
、
王
庭
燕
、
劉
信
香
、
司
燕
奴
、
天
然
秀
、
國
玉
第
、
玉
蓮
兒
、
和
當
當
、
芙
蓉
（
鸞
童
）、
大
都
秀
、
燕
山
秀
、
瓊
花
宴
、
孫
秀
秀
淮
浙
8
天
賜
秀
、
天
生
秀
、
賜
恩
深
、
張
心
哥
、
張
順
童
、
趙
真
秀
、
西
夏
秀
、
喜
溫
柔
（
曹
氏
）
江
浙
6
小
玉
梅
、
匾
匾
、
寶
寶
、
李
嬌
兒
、
張
奔
兒
、
李
真
童
金
陵
（
南
京
）
3
平
陽
奴
、
郭
天
香
、
韓
獸
頭
維
揚
（
揚
州
）
2
童
童
、
多
嬌
雲
間
（
松
江
）
2
翠
荷
秀
、
顧
山
山
武
昌
2
小
春
宴
、
簾
前
秀
江
淮
1
趙
偏
惜
江
西
1
喜
溫
柔
（
孫
氏
）
婺
州
（
金
華
）
1
芙
蓉
秀
湖
州
1
汪
憐
憐
地
域
不
明
16
班
真
真
、
程
巧
兒
、
李
趙
奴
、
魏
道
道
、
賽
簾
秀
、
王
奔
兒
、
末
里
吟
、
王
玉
梅
、
李
芝
秀
、
朱
錦
秀
、
米
里
哈
、
李
奴
婢
、
王
玉
英
、
荊
堅
堅
、
王
心
奇
、
李
定
奴
　
以
上
の
表
に
示
す
よ
う
に
、
女
性
の
雑
劇
芸
人
が
活
躍
す
る
地
域
に
は
京
師
、
金
陵
、
維
揚
、
武
昌
、
雲
間
、
婺
州
、
湖
州
な
ど
の
都
市
が
あ
る
が
、
杭
州
が
な
い
。『
元
史
）
28
（
』
に
よ
る
と
、
至
元
十
三
年
（
一
二
七
六
）
元
軍
が
南
宋
の
都
臨
安
（
杭
州
）
を
陥
落
さ
せ
た
後
、「
江
淮
行
省
」
を
設
け
、
両
淮
（
淮
南
東
路
、
淮
南
西
路
）
と
両
浙
（
両
浙
東
路
、
両
浙
西
路
）
を
支
配
し
て
省
都
を
揚
州
に
置
い
た
。至
元
二
十
一
年
（
一
二
八
四
）、省
都
を
揚
州
か
ら
杭
州
に
移
し
、「
江
浙
行
省
」
と
改
称
し
、
そ
の
後
省
会
が
杭
州
と
揚
州
の
間
を
数
度
に
わ
た
っ
て
移
転
し
た
が
、
至
元
二
十
六
年
（
一
二
八
九
年
）
以
降
は
杭
州
に
定
ま
っ
て
い
る
。
　
つ
ま
り
、
夏
庭
芝
は
杭
州
を
女
性
の
雑
劇
芸
人
が
活
躍
す
る
一
都
市
と
し
て
『
青
楼
集
』
に
明
記
し
て
い
な
い
が
、「
江
浙
行
省
」
ま
た
は
「
江
淮
行
省
」
の
省
都
で
あ
る
杭
州
に
は
、
女
性
の
芸
人
が
雑
劇
活
動
に
携
わ
る
可
能
性
が
非
常
に
大
き
い
と
想
像
で
き
る
。
無
論
、『
青
楼
集
』
に
記
す
淮
浙
の
８
人
と
江
浙
の
６
人
が
皆
杭
州
で
雑
劇
を
上
演
し
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
大
都
と
杭
州
に
お
け
る
女
性
芸
人
の
雑
劇
活
動
状
況
を
対
比
し
て
考
察
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
、
取
り
敢
え
ず
淮
浙
８
人
と
江
浙
６
人
を
全
部
杭
州
で
活
躍
す
る
も
の
と
見
な
す
王
国
維
に
よ
る
元
雑
劇
「
杭
州
中
心
説
」
の
再
考
（319）950
こ
と
に
し
て
も
差
し
障
り
が
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
杭
州
の
14
人
は
京
師
（
大
都
）
の
24
人
と
比
肩
す
る
も
の
で
は
な
い
。
　
こ
こ
で
さ
ら
に
、
論
証
の
精
度
を
高
め
る
た
め
に
、
前
期
と
中
後
期
に
分
け
て
大
都
と
杭
州
に
お
け
る
女
性
の
雑
劇
芸
人
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
結
果
は
以
下
の
表
に
な
る
。
表
４
．『
青
楼
集
』
に
お
け
る
大
都
と
杭
州
の
芸
人
対
照
表
大
都
24
人
前
期
6
人
曹
娥
秀
、
珠
簾
秀
、
周
人
愛
、
王
玉
帶
、
司
燕
奴
、
天
然
秀
中
後
期
15
人
順
時
秀
、
瑤
池
景
、
賈
島
春
、
賽
金
帶
、
馮
六
六
、
王
榭
燕
、
王
庭
燕
、
玉
葉
兒
、
劉
信
香
、
玉
蓮
兒
、
和
當
當
、
鸞
童
、
燕
山
秀
、
大
都
秀
、
孫
秀
秀
不
可
考
3
人
南
春
宴
、
國
玉
第
、
瓊
花
宴
杭
州
14
人
前
期
1
人
小
玉
梅
中
後
期
9
人
天
生
秀
、
賜
恩
深
、
張
心
哥
、
張
順
童
、
李
嬌
兒
、
喜
溫
柔
（
曹
氏
）、
匾
匾
、
寶
寶
、
李
真
童
不
可
考
4
人
天
賜
秀
、
趙
真
秀
、
西
夏
秀
、
張
奔
兒
、
　
上
表
に
示
し
た
通
り
、
元
の
中
後
期
に
お
い
て
も
、
大
都
で
活
躍
す
る
女
性
芸
人
は
15
人
も
あ
り
、
杭
州
の
９
人
を
遥
か
に
凌
駕
す
る
。
し
た
が
っ
て
、『
青
楼
集
』
に
お
け
る
雑
劇
の
上
演
活
動
か
ら
み
れ
ば
、
当
時
の
杭
州
が
大
都
か
ら
雑
劇
の
中
心
的
地
位
を
奪
っ
た
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
歌
舞
、
雑
劇
、
南
戲
、
小
唱
、
諸
宮
調
、
慢
詞
、
弹
唱
な
ど
演
芸
に
従
事
す
る
芸
人
の
活
動
地
域
を
も
含
め
て
検
討
す
る
と
、
京
師
（
大
都
）
で
は
39
人
に
も
の
ぼ
る
が
、
杭
州
（
江
浙
、
淮
浙
）
で
は
た
だ
18
人
の
み
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
当
時
大
都
で
各
種
の
演
芸
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
杭
州
に
劣
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
何
故
夏
庭
芝
は
『
青
楼
集
』
に
大
都
の
女
性
芸
人
を
と
り
わ
け
多
く
記
し
て
い
る
の
か
。
雑
劇
盛
行
の
状
況
に
つ
い
て
、
南
の
杭
州
よ
り
、
北
の
大
都
の
ほ
う
を
彼
は
熟
知
す
る
の
か
と
言
え
ば
、
実
は
そ
う
で
も
な
い
。
夏
庭
芝
は
杭
州
近
く
の
松
江
の
人
で
、
活
動
の
範
囲
も
杭
州
を
中
心
地
と
す
る
江
南
地
域
に
限
る
。
北
方
の
大
都
よ
り
、
杭
州
の
ほ
う
が
彼
は
そ
の
雑
劇
盛
行
の
状
況
を
よ
く
知
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
青
楼
集
』
に
は
最
も
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
大
都
で
活
躍
す
る
女
性
の
雑
劇
芸
人
で
あ
る
。
も
し
夏
庭
芝
が
北
方
の
人
で
あ
れ
ば
、
大
都
で
活
躍
す
る
芸
人
が
『
青
楼
集
』
に
さ
ら
に
増
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
で
き
る
。
ま
た
、
前
述
の
通
り
、
杭
州
で
生
活
す
る
鍾
嗣
成
は
北
方
の
雑
劇
状
況
に
疎
い
た
め
、『
録
鬼
簿
』
の
下
巻
に
も
っ
ぱ
ら
杭
州
籍
或
い
は
杭
州
に
滞
在
し
た
経
験
の
あ
る
作
家
を
記
し
て
い
る
が
、
一
方
、
同
じ
く
杭
州
の
近
く
に
生
活
す
る
夏
庭
芝
は
、
杭
州
よ
り
、
大
都
で
活
躍
す
る
女
性
の
雑
劇
芸
人
を
多
く
著
録
す
る
。
つ
ま
り
、
『
録
鬼
簿
』
は
元
の
中
期
以
降
の
大
都
に
お
け
る
雑
劇
の
創
作
活
動
を
う
ま
く
把
握
し
て
記
載
し
て
い
な
い
が
、『
青
楼
集
』
は
雑
劇
の
上
演
活
動
と
い
う
方
面
か
ら
大
都
の
情
況
に
も
十
分
に
留
意
し
て
お
り
、『
録
鬼
簿
』
に
欠
け
た
部
分
を
埋
め
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、『
録
鬼
簿
』
だ
け
を
依
拠
す
る
の
で
は
な
く
、『
青
楼
集
』
の
よ
う
な
同
時
代
の
貴
重
な
資
料
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
客
観
的
」
な
判
断
に
近
づ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
よ
う
。
949（320）
　
以
上
、『
青
楼
集
』
に
お
け
る
雑
劇
の
上
演
活
動
か
ら
み
る
と
、
元
代
に
お
い
て
大
都
で
活
躍
す
る
女
性
雑
劇
芸
人
の
数
は
杭
州
（
淮
浙
、
江
浙
）
を
遥
か
に
凌
駕
し
、
元
の
中
後
期
に
な
っ
て
も
、
杭
州
よ
り
、
大
都
で
活
躍
す
る
芸
人
の
ほ
う
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
言
い
換
え
る
と
、
元
の
中
後
期
に
な
っ
て
も
、
大
都
で
雜
劇
活
動
が
盛
に
行
わ
れ
、
南
の
杭
州
に
劣
る
こ
と
は
な
い
。
故
に
、
大
都
が
元
の
中
後
期
に
お
い
て
す
で
に
雜
劇
の
中
心
地
で
は
な
く
、
そ
の
地
位
を
杭
州
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と
い
う
「
杭
州
中
心
說
」
は
、
『
青
楼
集
』
の
記
載
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
り
、
無
理
筋
の
論
理
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
お
わ
り
に
　
「
杭
州
中
心
說
」
は
、
王
国
維
が
元
の
鍾
嗣
成
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
録
鬼
簿
』
を
参
考
に
し
て
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
録
鬼
簿
』
の
上
巻
に
は
大
都
籍
が
多
数
を
占
め
る
北
方
籍
の
作
家
を
、
下
巻
に
は
杭
州
籍
が
多
数
を
占
め
る
南
方
籍
の
作
家
を
記
し
て
い
る
た
め
、
王
氏
は
、
元
の
中
期
以
降
、
杭
州
が
大
都
の
雑
劇
中
心
地
位
に
取
っ
て
代
わ
り
、
す
な
わ
ち
、
雑
劇
の
中
心
が
大
都
か
ら
杭
州
へ
移
転
し
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
考
察
に
よ
る
と
、『
録
鬼
簿
』
に
お
け
る
作
家
の
著
録
は
「
杭
州
中
心
説
」
の
十
分
な
論
拠
に
は
な
り
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
鍾
嗣
成
は
そ
も
そ
も
北
方
の
状
況
に
疎
く
、『
録
鬼
簿
』
の
上
巻
に
も
っ
ぱ
ら
北
方
籍
の
作
家
を
記
し
て
は
い
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
知
り
合
い
か
ら
も
ら
っ
た
資
料
を
『
録
鬼
簿
』
に
転
記
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
一
方
、
下
卷
に
お
い
て
南
方
籍
、
特
に
杭
州
籍
の
作
家
を
多
く
記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
鍾
嗣
成
が
居
住
す
る
杭
州
近
辺
の
情
報
に
基
づ
い
て
い
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
下
卷
に
大
都
で
活
躍
す
る
雑
劇
作
家
を
一
人
も
記
し
て
い
な
い
の
は
、
必
ず
し
も
当
時
大
都
で
雑
劇
が
盛
行
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
生
涯
松
江
（
杭
州
近
く
）
周
辺
を
活
動
の
範
囲
と
す
る
も
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
夏
庭
芝
の
『
青
楼
集
』
に
お
い
て
は
、
杭
州
よ
り
、
大
都
で
活
躍
す
る
女
性
の
雑
劇
芸
人
が
遥
か
に
多
く
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
元
の
中
後
期
に
な
っ
て
も
、
大
都
で
は
相
変
わ
ら
ず
杭
州
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
ほ
ど
に
雑
劇
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
元
の
中
期
以
降
、
北
方
雑
劇
の
南
来
に
恵
ま
れ
て
雑
劇
繁
栄
を
迎
え
た
杭
州
は
、
大
都
に
継
い
で
つ
い
に
南
方
の
中
心
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
言
え
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
大
都
と
並
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
過
ぎ
な
い
、
け
っ
し
て
大
都
の
雑
劇
中
心
地
位
を
取
っ
て
代
わ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
　
元
の
天
下
一
統
に
伴
い
、
大
都
は
北
方
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
中
心
地
と
し
て
大
い
に
発
展
を
遂
げ
て
い
た
。
元
初
の
人
口
数
は
約
40
万
人
で
あ
る
が
、
元
末
に
な
る
と
、
１
０
０
万
人
も
超
え
た
）
29
（
。
し
か
も
、
大
規
模
な
戦
争
、
天
災
、
疫
病
な
ど
一
般
的
に
雑
劇
活
動
に
壊
滅
的
な
打
撃
を
も
た
ら
す
も
の
も
元
の
中
後
期
に
お
い
て
、
大
都
で
発
生
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
周
知
の
と
お
り
、
元
の
支
配
者
（
特
に
モ
ン
ゴ
ル
貴
族
）
に
は
演
劇
好
き
の
者
が
非
常
に
多
く
あ
り
、
『
元
史
』
や
『
元
典
章
』
な
ど
史
料
に
お
い
て
も
雑
劇
の
上
演
を
禁
止
す
る
記
述
が
な
い
。
つ
ま
り
、
元
初
、
大
都
で
興
り
は
じ
め
た
雑
劇
は
元
の
中
期
以
降
、
王
国
維
に
よ
る
元
雑
劇
「
杭
州
中
心
説
」
の
再
考
（321）948
社
会
の
安
定
と
経
済
の
発
展
に
伴
い
、
衰
え
る
こ
と
ど
こ
ろ
か
、
さ
ら
に
盛
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。『
録
鬼
簿
』
と
『
青
楼
集
』
ほ
ど
に
、
元
の
雑
劇
の
作
家
と
芸
人
を
数
多
く
記
す
文
献
は
現
在
残
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
が
、
幸
い
に
、
元
の
中
後
期
の
大
都
に
お
け
る
雑
劇
の
盛
行
状
況
を
部
分
的
に
窺
わ
せ
る
も
の
は
少
な
い
な
が
ら
、
熊
夢
祥
の
『
析
津
志
』、
黄
文
仲
の
『
大
都
賦
』、
楊
維
楨
の
『
元
宮
詞
』
な
ど
の
著
作
が
残
さ
れ
て
い
る
。
「
は
じ
め
に
」
に
も
言
及
し
た
季
国
平
氏
は
、
こ
れ
ら
の
作
を
参
考
に
し
て
元
の
中
後
期
に
お
い
て
も
大
都
で
雑
劇
活
動
が
盛
ん
に
行
い
続
け
て
い
た
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
）
30
（
。
　
無
論
、
元
の
大
都
と
杭
州
に
お
け
る
雑
劇
発
展
の
変
遷
と
い
う
重
大
な
課
題
を
全
面
的
か
つ
深
く
考
察
す
る
た
め
に
、『
録
鬼
簿
』
と
『
青
楼
集
』
の
他
、
さ
ら
に
新
た
な
文
献
資
料
の
発
見
を
待
た
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
が
、
現
在
調
査
で
き
る
範
囲
で
『
録
鬼
簿
』
と
『
青
楼
集
』
の
み
を
対
象
と
し
て
検
証
し
て
も
、
大
都
の
雑
劇
中
心
地
位
を
杭
州
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
と
い
う
「
杭
州
中
心
説
」
の
合
理
性
に
欠
け
る
こ
と
を
証
明
す
る
に
餘
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
將
來
い
つ
か
新
し
い
文
献
が
発
見
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
続
け
た
い
と
考
え
る
。
注
（
１
）　
陳
高
華
の
『
元
史
研
究
論
稿
』（
中
華
書
局
一
九
九
一
年
、
二
三
一
頁
）
に
お
い
て
は
、
成
宗
の
治
世
（
一
二
九
五
│
一
三
〇
七
）
を
元
の
前
期
と
中
期
の
堺
に
し
て
い
る
。
本
稿
も
こ
れ
を
参
考
に
す
る
。
（
２
）　
季
国
平
氏
（『
元
雑
劇
発
展
史
』、
河
北
教
育
出
版
社
二
〇
〇
五
年
、
二
七
一
│
二
七
四
頁
）
で
は
、
王
国
維
に
よ
る
「
杭
州
中
心
說
」
の
由
来
・
論
拠
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ま
だ
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
李
瑩
氏
（『「
青
楼
集
」
の
研
究
』、
二
〇
〇
七
年
、
南
京
師
範
大
学
碩
士
畢
業
論
文
）
で
は
、「
杭
州
中
心
説
」
の
重
要
な
論
拠
と
な
っ
た
肝
心
の
『
録
鬼
簿
』
の
考
察
が
そ
の
研
究
の
範
囲
に
入
ら
な
か
っ
た
故
、「
杭
州
中
心
説
」
に
つ
い
て
の
指
摘
も
た
だ
懐
疑
の
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
詳
ら
か
な
論
証
は
展
開
さ
れ
て
い
な
い
。
（
３
）　
本
稿
で
は
、『
楝
亭
十
二
種
』
本
（
康
煕
年
間
の
曹
寅
の
刊
、
大
阪
府
立
図
書
館
所
藏
、
請
求
番
号
：
甲
漢0028-010
）、
清
末
陳
士
可
（
一
八
七
一
│
一
九
二
九
）
舊
藏
の
明
季
精
鈔
本
（
台
灣
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
所
藏
、
請
求
番
号
：
A
074855
）、
清
末
繆
荃
孫
（
一
八
四
四
│
一
九
一
九
）
舊
藏
尤
貞
起
鈔
本
之
影
鈔
本
（
中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
、
請
求
番
号
：15133
）
ら
の
三
種
の
繁
本
系
テ
キ
ス
ト
を
参
考
に
し
て
い
る
。
（
４
）　
こ
こ
の
「
五
十
七
人
」
は
「
五
十
六
人
」
で
あ
る
べ
き
。
王
鋼
は
『
校
訂
録
鬼
簿
三
種
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
二
六
九
│
二
八
二
頁
）
に
お
い
て
『
録
鬼
簿
』
の
テ
キ
ス
ト
を
簡
本
、
繁
本
、
增
補
本
の
三
系
に
分
け
て
い
る
。
簡
本
系
は
「
五
十
三
人
」
で
あ
る
が
、
繁
本
系
と
增
補
本
系
は
と
も
に
「
五
十
六
人
」
と
な
る
。
ま
た
、
執
筆
者
の
考
察
（
拙
稿
『「
録
鬼
簿
」
繁
本
系
テ
キ
ス
ト
の
新
考
│
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
の
両
抄
本
を
中
心
に
│
』、『
中
国
文
学
研
究
』
第
四
十
五
期
二
〇
一
九
年
一
二
月
）
に
よ
る
と
、
王
国
維
が
目
に
し
た
『
録
鬼
簿
』
の
テ
キ
ス
ト
は
三
種
あ
り
、
い
ず
れ
も
繁
本
系
で
あ
る
た
め
、
本
稿
も
繁
本
系
テ
キ
ス
ト
を
参
考
に
す
る
。
（
５
）　
王
国
維
の
『
宋
元
戯
曲
史
』（
一
九
一
五
年
版
商
務
印
書
館
、
一
〇
五
│
一
〇
六
頁
）
を
参
考
に
し
た
。
王
氏
に
よ
る
「
三
期
」
は
す
な
わ
ち
、
一
の
蒙
古
時
代
（
一
二
三
四
│
一
二
七
六
）、
二
の
一
統
時
代
（
一
二
七
七
│
一
三
四
〇
）、
三
の
至
正
時
代
（
一
三
四
一
│
一
三
六
八
）
で
あ
る
。
王
氏
の
「
三
期
」
説
に
同
調
す
る
研
究
者
は
多
い
が
、
一
方
、
李
春
祥
（『
元
雑
劇
論
稿
』
河
南
大
学
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
二
四
│
三
四
頁
）
の
よ
う
な
、
成
宗
の
治
世
（
一
二
九
四
│
一
三
〇
七
）
を
堺
に
し
、
雑
劇
の
発
展
史
を
前
期
（
一
二
七
一
│
一
二
九
四
）
と
後
期
（
一
二
九
五
│
一
三
六
八
）
に
分
け
る
学
者
も
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
元
の
中
期
（
一
二
九
五
年
）
以
降
、
雑
劇
の
中
心
が
大
947（322）
都
か
ら
杭
州
に
移
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
両
説
の
共
通
点
で
あ
る
。
（
６
）　
こ
の
表
は
王
国
維
の
『
宋
元
戯
曲
史
』（
前
掲
注（
５
）、
一
〇
八
│
一
一
〇
頁
）
に
よ
る
も
の
が
、
楊
梓
以
外
、
他
の
作
家
は
皆
『
録
鬼
簿
』
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
王
国
維
『
曲
録
』（
一
九
〇
九
年
、
沈
宗
畸
刻
『
晨
風
閣
叢
書
』
本
、
関
西
大
学
図
書
館
內
藤
文
庫
、
請
求
記
号
：L21**1*855-1/2/3
）
の
卷
二
第
三
十
三
頁
に
よ
る
と
、
楊
梓
は
王
国
維
が
元
の
姚
桐
壽
『
樂
郊
私
語
』
の
記
述
に
よ
っ
て
後
に
補
い
入
れ
ら
れ
た
と
わ
か
る
。
（
７
）　
楊
梓
は
杭
州
籍
で
は
な
い
た
め
、
算
入
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
（
８
）　
表
の
中
で
は
、
大
都
19
人
、
中
書
省
所
属
35
人
、
河
南
江
北
等
處
行
中
書
省
所
属
７
人
、
江
浙
等
處
行
中
書
省
所
属
15
人
、
合
計
76
人
（
北
方
籍
61
人
、
南
方
籍
15
人
）
で
あ
る
が
、
王
国
維
が
62
人
（
北
方
籍
49
人
、
南
方
籍
13
人
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
単
純
な
手
落
ち
で
あ
る
可
能
も
あ
る
し
、
後
に
こ
の
表
に
増
補
し
た
が
、「
六
十
二
人
」
と
い
う
数
字
を
直
し
忘
れ
た
可
能
も
あ
る
。
（
９
）　
王
国
維
の
『
宋
元
戯
曲
史
』（
一
九
一
五
年
、
商
務
印
書
館
、
一
一
一
頁
）
に
よ
る
。
ま
た
、
本
稿
の
引
用
文
に
あ
る
下
線
は
す
べ
て
執
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（
10
）　
狩
野
直
喜
（
一
八
六
八
│
一
九
四
七
）
の
『
支
那
小
説
戯
曲
史
』（
一
九
九
二
年
、
み
す
ず
書
房
、
二
五
〇
頁
）
に
よ
る
。
狩
野
直
喜
の
没
後
に
家
蔵
の
講
義
用
原
稿
に
基
づ
い
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
孫
で
あ
る
狩
野
直
禎
の
跋
文
（
二
七
六
頁
）
に
よ
る
と
、
狩
野
直
喜
が
『
支
那
小
説
戯
曲
史
』
の
初
稿
を
完
成
し
た
の
は
大
正
七
年
一
九
一
八
年
と
わ
か
る
。
（
11
）　
青
木
正
兒
の
『
支
那
近
世
戲
曲
史
』（
一
九
三
〇
年
、
弘
文
堂
書
房
、
九
〇
│
九
一
頁
）
に
よ
る
。
（
12
）　
鄭
振
鐸
の
『
插
図
本
中
国
文
学
史
』（
一
九
三
二
年
、
北
平
樸
社
出
版
部
發
行
、
八
四
五
│
八
四
六
頁
）
に
よ
る
。
（
13
）　
吉
川
幸
次
郎
の
『
元
雑
劇
研
究
』（
一
九
四
八
年
、
岩
波
書
店
、
二
三
二
│
二
三
三
頁
）
に
よ
る
。
（
14
）　
遊
国
恩
の
『
中
国
文
学
史
・
第
六
編
・
第
五
章
』（
一
九
六
三
年
、
人
民
文
学
出
版
社
、
七
九
九
頁
）
に
よ
る
。
（
15
）　
張
庚
、
郭
漢
成
の
『
中
国
戲
曲
通
史
・
上
』（
一
九
八
〇
年
、
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
〇
四
頁
）
に
よ
る
。
（
16
）　
徐
大
軍
の
『
元
代
杭
州
劇
壇
的
〝
南
人
〞
劇
家
與
〝
北
人
〞
劇
家
』（
二
〇
〇
五
年
『
浙
江
芸
術
職
業
学
院
学
報
』
第
３
卷
第
１
期
）
に
よ
る
。
（
17
）　
陳
高
華
、
張
帆
、
劉
曉
の
『
元
代
文
化
史
』（
廣
東
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
五
〇
一
│
五
〇
二
）
に
よ
る
。
（
18
）　
孫
楷
第
の
『
元
曲
家
考
略
』（
一
九
八
一
年
增
訂
版
、
一
四
八
頁
）
で
は
約
一
二
七
五
│
一
三
四
五
年
と
、
王
鋼
の
『
校
訂
録
鬼
簿
三
種
』（
中
州
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
、
前
言
一
頁
）
で
は
一
二
七
七
│
一
三
四
五
年
と
、
徐
征
ら
の
編
『
全
元
曲
』（
河
北
教
育
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
四
八
五
一
頁
）
で
は
約
一
二
七
九
│
一
三
六
〇
年
と
そ
れ
ぞ
れ
主
張
し
て
い
る
。
（
19
）　
前
文
表
１
に
は
15
人
の
作
家
が
あ
る
が
、
楊
梓
は
『
録
鬼
簿
』
に
記
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
吳
本
世
、
胡
正
臣
、
俞
仁
夫
ら
の
３
人
に
は
、『
録
鬼
簿
』
に
記
し
て
い
る
が
、
３
人
の
名
の
下
に
劇
目
が
な
い
た
め
、
王
国
維
は
表
１
に
あ
げ
て
い
な
い
。
（
20
）　
曹
寅
『
楝
亭
十
二
種
』
本
（
前
掲
注（
３
）、
卷
上
第
二
十
一
頁
下
）
に
よ
る
。
（
21
）　
曹
寅
『
楝
亭
十
二
種
』
本
（
前
掲
注（
３
）、
卷
下
第
十
九
頁
下
に
よ
る
。
一
句
目
の
「
以
上
」
は
、
元
の
刻
本
に
は
「
已
上
」
と
な
す
が
、
誤
刻
の
た
め
、
こ
こ
で
直
し
た
。
（
22
）　
李
顕
卿
は
北
方
籍
で
あ
る
が
、『
録
鬼
簿
』
に
記
し
た
「
以
父
為
浙
江
省
掾
、
因
居
杭
焉
」、「
至
正
辛
巳
、
以
蔭
父
職
錢
谷
官
、
由
台
州
經
慶
元
會
余
、
別
後
遂
無
聞
」
と
の
記
述
に
よ
る
と
、
李
顕
卿
も
杭
州
に
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
り
、
鍾
嗣
成
と
の
面
識
も
あ
る
と
わ
か
る
。
（
23
）　
『
青
樓
集
・
誌
』
に
お
け
る
「
至
若
末
泥
，
則
又
序
諸
別
録
云
」（「
末
泥
」
の
男
役
な
ら
、
ま
た
別
の
編
に
収
録
す
る
）
と
い
う
記
述
か
ら
み
る
と
、
夏
庭
芝
は
、
男
性
の
雜
劇
芸
人
を
記
す
も
の
も
著
し
た
ら
し
い
が
、
今
ま
で
未
発
見
の
た
め
、
世
に
伝
わ
っ
て
き
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
（
24
）　
夏
庭
芝
の
生
没
年
に
つ
い
て
、
陸
林
の
『
元
代
戯
劇
学
研
究
』（
安
徽
文
芸
出
版
社
一
九
九
九
年
、
二
〇
八
│
二
〇
九
頁
）
は
生
年
を
一
三
二
五
年
、
没
年
を
一
三
八
六
年
と
論
証
し
て
い
る
が
、
一
方
、
馬
素
娟
、
趙
晶
の
『
夏
庭
芝
的
生
卒
年
及
「
青
楼
集
」
王
国
維
に
よ
る
元
雑
劇
「
杭
州
中
心
説
」
の
再
考
（323）946
的
成
書
時
間
考
』（『
国
家
林
業
局
管
理
幹
部
学
院
学
報
』
二
〇
〇
六
年
第
４
期
）
は
生
年
を
一
三
一
五
│
一
三
二
五
年
の
間
、
卒
年
を
一
三
八
九
年
以
降
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
本
稿
が
使
用
す
る
『
青
楼
集
』
の
テ
キ
ス
ト
は
二
種
あ
る
。
一
つ
目
は
明
万
暦
無
名
氏
に
よ
る
『
說
集
』
鈔
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
二
〇
〇
二
年
、『
續
修
四
庫
全
書
・
１
７
５
８
』
影
印
本
）、
二
つ
目
は
清
光
緒
丁
未
（
一
九
〇
七
）
年
葉
德
輝
に
よ
っ
て
刊
行
し
た
『
雙
梅
景
闇
叢
書
』
本
。
同
時
に
『
中
国
古
典
戲
曲
論
著
集
成
・
二
』（
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
五
九
年
、
三
│
八
四
頁
）
に
収
め
る
『
青
楼
集
』
の
校
勘
本
を
も
參
考
に
し
て
い
る
。
引
用
し
た
女
性
芸
人
の
名
前
は
『
說
集
』
本
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
（
25
）　
夏
庭
芝
に
よ
る
『
青
楼
集
誌
』
の
末
に
「
至
正
己
未
春
三
月
望
日
録
此
」
が
あ
る
が
、
至
正
年
間
に
「
己
未
」
に
該
当
す
る
干
支
は
な
い
。
浦
漢
明
『
夏
伯
和
三
題
』（『
青
海
民
族
学
院
学
報
』
一
九
九
三
年
第
３
期
）
と
陸
林
『
元
代
戯
劇
学
研
究
』（
同
前
掲
注
二
一
三
頁
）
に
よ
る
と
、「
己
未
」
は
「
己
亥
」
で
あ
る
べ
き
、
即
ち
至
正
十
九
（
一
三
五
九
）
年
で
あ
る
。
（
26
）　
俞
為
民
の
『
元
代
夏
庭
芝
「
青
楼
集
」
研
究
』（『
芸
術
百
家
』
二
〇
一
一
年
第
３
期
）
に
よ
る
。
（
27
）　
本
稿
は
『
青
楼
集
』
に
お
け
る
女
性
雑
劇
芸
人
の
地
域
を
統
計
す
る
た
め
に
、
三
種
の
資
料
を
参
考
に
し
て
い
る
。
即
ち
、
孫
崇
濤
、
徐
宏
図
箋
注
『
青
楼
集
箋
註
』（
中
国
戯
劇
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）、
季
国
平
『
元
雑
劇
発
展
史
』（
河
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
八
二
│
二
九
〇
頁
、
三
六
九
│
四
〇
七
頁
）、
李
瑩
『「
青
楼
集
」
研
究
』（
南
京
師
範
大
學
二
〇
〇
七
年
碩
士
畢
業
論
文
、
四
五
│
五
〇
頁
）
で
あ
る
。
（
28
）　
（
明
）
宋
濂
ら
の
編
『
元
史
』（
中
華
書
局
一
九
七
六
年
）
に
よ
る
。（
一
四
九
一
頁
）
『
志
第
十
四
・
地
理
五
』：
杭
州
路
。
唐
初
為
杭
州
，
後
改
余
杭
郡
，
又
仍
為
杭
州
。
五
代
錢
鏐
據
兩
浙
，
號
吳
越
國
。
宋
高
宗
南
渡
，
都
之
，
為
臨
安
府
。
元
至
元
十
三
年
，
平
江
南
，
立
兩
浙
都
督
府
，
又
改
為
安
撫
司
。
十
五
年
，
改
為
杭
州
路
總
管
府
。
二
十
一
年
，
自
揚
州
遷
江
淮
行
省
來
治
於
杭
，
改
曰
江
浙
行
省
。
本
路
戶
三
十
六
萬
八
百
五
十
，
口
一
百
八
十
三
萬
四
千
七
百
一
十
。
至
元
二
十
七
年
抄
籍
數
。
領
司
二
、
縣
八
、
州
一
。（
二
三
〇
六
頁
）『
志
第
四
十
一
上
・
百
官
七
』：
江
浙
等
處
行
中
書
省
。
至
元
十
三
年
，
初
置
江
淮
行
省
，
治
揚
州
。
二
十
一
年
，
以
地
理
民
事
非
便
，
遷
於
杭
州
。
二
十
二
年
，
割
江
北
諸
郡
隸
河
南
，
改
曰
江
浙
行
省
，
統
有
三
十
路
、
一
府
。
（
29
）　
尹
鈞
科
主
編
、
韓
光
輝
の
著
『
北
京
城
市
史
：
歷
史
人
口
地
理
』（
北
京
出
版
社
二
〇
一
六
年
）
に
よ
る
と
、（
七
八
頁
）
至
元
七
年
（
一
二
七
〇
）
は
４
１
８
２
５
０
人
、
（
八
〇
頁
）
泰
定
四
年
（
一
三
二
七
）
は
９
５
２
０
０
０
人
で
あ
る
。
ま
た
、
周
継
中
『
元
大
都
人
口
考
』
（
中
国
蒙
古
史
學
會
編
、『
中
国
蒙
古
史
學
會
論
文
選
集
（
一
九
八
一
）』、
蒙
古
人
民
出
版
社
一
九
八
六
年
）
に
よ
る
と
、
元
末
で
は
大
都
の
人
口
が
百
万
以
上
に
の
ぼ
っ
た
。
（
30
）　
季
国
平
は
『
元
雑
劇
発
展
史
』（
河
北
教
育
出
版
社
、
一
六
四
│
一
七
三
頁
、
四
〇
七
頁
）
に
お
い
て
、
元
の
後
期
に
な
っ
て
も
大
都
の
勾
欄
（
繁
華
街
等
盛
り
場
で
設
け
っ
た
劇
場
）
と
宮
廷
で
雜
劇
の
上
演
が
盛
ん
で
あ
り
、
元
末
の
天
下
大
動
乱
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
衰
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
主
張
す
る
。
ま
た
、
小
松
謙
は
『
中
國
古
典
演
劇
研
究
』（
汲
古
書
院
二
〇
〇
一
年
、
二
七
頁
。）
に
お
い
て
も
、
元
の
中
期
以
降
、
大
都
に
お
け
る
雑
劇
の
盛
行
を
肯
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
詳
し
く
考
察
は
加
え
て
い
な
い
。
